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１ 課題設定の理由 

  愛媛県農林水産部（2005）の調査によると、宇和島市は県内で四番目にモウソウチクが多い

地域である。また、放置竹林の増加は他の植物の育成に影響を与えるため、全国的に大きな問

題となっている。この問題を解決するため、竹の活用法を考える中で、竹ぼうきに着目した。

そこで、竹ぼうきの性質について研究し、優れた性能の竹ぼうきを作ることでモウソウチクの

資源化に役に立つのではないかと考え、この課題を設定した。 

 

２ 仮説 

  枝の太さを太くすれば市販のものより性能の良いものがつくれるのではないか。 

 

３ 実験・研究の方法 

(1) 竹ぼうきの製作方法の検討 

市販されている竹ぼうきを参考にし、穂の部分を直径７

mm、２mmの２種類作り実験する。 

(2) 実験方法の検討 

同じように掃く動作をするための装置（図１）を作成する。

定めた 30cm 四方の範囲内の物体を１度ほうきで掃き、取り

除かれた物体の量を測定する。取り除かれた量が多いとほう

きの性能が優れているとする。 

(3) 掃く対象の検討 

本物の葉にすると大きさや質量などが異なるため、今回の実験

においては葉の模型（図２）(縦 9.8ｃｍ・横 7.6ｃｍ)を 50枚作る

ことで大きさや質量をそろえることとする。 

(4) 地面の状態の検討 

 床・砂・アスファルトの３か所で行う。 

 

４ 結果と考察 

実験の結果を図３～５にまとめた。グラフ

の横軸は試行回数を、縦軸は取り除かれた葉

の枚数を表している。 

(1) 床（コンクリート） 

図３のグラフを見ると、回数ごとに波は

あるが細い枝を使った竹ぼうきと太い枝を

使った竹ぼうきのどちらもあまり枚数自体

の優劣はなかった。 

このことから、床のように地面が固く、

平面な場所では竹ぼうきの種類による変化

はあまり見られなかった。 

 

図１：実験装置 

 

図２：葉の模型 

 

図３：床（コンクリート） 
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(2) 砂 

図４のグラフを見ると、太い枝を使った竹

ぼうきのほうが、細い枝を使った竹ぼうきよ

りも取り除いた枚数が多いということが分か

る。 

 

(3) アスファルト 

図５のグラフを見ると、細い枝の竹ぼうき

に比べて、太い枝の竹ぼうきのほうが、取り

除いた枚数が多いということが分かる。ま

た、砂と比べて枚数の差が大きいことが分か

る。 

 

実験結果より、床より砂地やアスファルト

の方が凹凸があるため摩擦が大きく、このよ

うな差が出たと考えた。 

図６のように掃くときに細い枝で作った竹

ぼうきは柔らかいため曲がってしまい、押さ

えつける力が弱くなる。掃く対象と地面の間

にある摩擦力の方が大きいため取り除く量が

少なくなった。 

一方、太い枝で作った竹ぼうきは硬く曲が

らないため、押さえつける力の方が地面の摩

擦力より大きく掃く対象をひっかけながら掃

くことができるため取り除く量が多くなっ

た。 

以上のことから太い枝の方が性能が良いと

考えた。 

 

５ まとめと今後の課題 

  地面に凹凸がある場合、摩擦の関係で太い

枝の竹ぼうきがより多くの葉を掃くことがで

きると考えられる。 

  今後の課題として、天候の変化（降水、風

など）に対して結果がどのように変化するか

を観測していくことが必要である。 
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図４：砂 
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図５：アスファルト 
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図６：太さの違いによる紙との接触状態 


